
1 業務中の運転に注意
○ 仕事中でも「運転」に集中！
・ 仕事の疲れで集中力が低下
・ 走り慣れた道でも危険予測が大切！
・ 抜け道、細い道が危険です！

2 飲酒事故をしないつもりでも・・・

飲酒運転は「しない」「させない」「許さない」の徹底を！

○ 歓送迎会や花見など飲酒の機会が多い

○ 自分ではアルコールが抜けたつもりでも・・・

3 主観的安全基準の見直し
特に夜間～早朝

「慣れ」

「過信」

「油断」
は禁物です。
※自動車学校は卒業でも

交通社会では新入生！

３月は花見や移動期に伴う歓送迎
会が増えます。こうしたイベント
が飲酒運転関連の交通事故の発生
にも影響を及ぼしています。

< 回　　覧 ＞

ちょっと小耳に・・・
編集部員が飲酒運転に関する
道路交通法を調べていたら、な
んと昭和22年11月8日から昭
和45年5月21日までの間、酒
気帯び運転が解禁され、酔って
いなければ運転できたそうです。
しかし、それは昔のことで今は厳
罰です！！

江南警察署に聞いたところ
2月に入って、大口町で交通重
大事故が発生しました。一件目
は上小口1丁目で死亡、二件
目は18日に替地3丁目で24
時間経過後に死亡する事故が
発生しました。歩行者・自転車・
自動車は前方だけでなく、左右
の安全確認を怠らないようにし
ましょう。

年度末で、お仕事大変だと思います。残業も増え、疲れ

切った体で帰宅時間も遅くなりがちですよね。しかしそ

んな時ほど交通事故を引き起こす危険が増しています。

運転中は常に「かもしれない」を心掛けてください。

厳罰化によって飲酒運転は減ったと言われま

すが、まだまだ飲酒運転という犯罪が後を絶

ちません。

若者ドライバーは、自動車に慣れてきた頃が危険です。

自動車学校で学んだ運転の基本は、月日が経っても絶対に忘

れてはいけません。交通事故は加害者となっても悲しいことです。

交通事故であなたの明るい未来と、家族の将来を台無しにしな

いでください。

飲酒運転に起因する人身事故が年間を通じて一番多

（愛知県）


